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『
心
月
輪
秘
釈
』
に
お
け
る
三
色
に
つ
い
て

小

宮

俊

海

一　

は
じ
め
に

「
木
を
見
て
、
森
を
見
ず
。」
仏
教
学
の
み
な
ら
ず
多
く
の
文
献
学
研
究
は
方
法
論
と
し
て
、
し
ば
し
ば
訓
詁
学
的
研
究
が
中
心
と

な
り
、
ま
る
で
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く
か
の
如
く
、
蛸
壺
化
し
た
専
門
的
内
容
に
つ
い
て
些
末
な
議
論
を
繰
り
返
す
と
い
う
危
険
性
を

常
に
孕
ん
で
い
る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
を
揶
揄
し
て
文
頭
の
よ
う
な
慣
用
句
が
社
会
か
ら
研
究
者
に
対
し
投
げ
か
け
ら
れ
る
場
面
を

目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
文
献
学
的
研
究
と
い
う
手
法
や
研
究
組
織
、
研
究
者
の
体
質
と
い
っ
た
こ
と
に
起
因
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

確
か
に
研
究
者
側
も
常
に
社
会
に
意
識
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
一
理
あ
る
。
ま
し
て
や
真
言
宗
の
伝
統
教
学
と
い

う
立
場
を
考
え
た
場
合
、
宗
教
的
信
仰
に
基
づ
く
学
問
で
あ
る
と
自
認
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
た
め
、
宗
教
者
・
仏
教
者
・
真
言

行
者
と
し
て
そ
の
目
的
が
自
身
の
自
己
実
現
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
広
く
社
会
の
人
々
へ
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
必
要
性
が
生
じ
て
く
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る
の
も
確
か
で
あ
る
。
真
言
宗
の
伝
統
教
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
近
年
、
加
藤
精
一
師
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

私
た
ち
が
弘
法
大
師
の
教
理
に
関
す
る
著
作
を
読
む
場
合
、
そ
れ
ら
の
後
世
の
末
釈
を
ま
ず
読
み
ま
す
と
、
字
句
の
意
味
に

つ
い
て
の
研
究
が
目
立
っ
て
多
く
、
大
師
の
広
々
と
し
た
思
索
の
研
究
や
真
言
密
教
の
仏
教
思
想
上
の
位
置
と
い
っ
た
面
は
不

足
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
弘
法
大
師
が
苦
心
さ
れ
た
り
工
夫
さ
れ
た
部
分
や
、
大
師
の
構
想
力
の
す
ば

ら
し
さ
、
証
明
の
確
か
さ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
わ
か
ら
ず
じ
ま
い
に
な
っ
て
い
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。（
傍
線
筆
者
、
以
下
同（
１
））

　

祖
師
の
思
想
を
学
ぶ
こ
と
が
宗
学
の
本
義
で
あ
り
、
そ
の
思
想
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
直
接
的
に
広
く
把
握

す
る
重
要
性
に
つ
い
て
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
世
の
末
釈
ば
か
り
に
終
始
す
る
研
究
は
先
述
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
祖
師
の
思
想
を
正
確
に
把
握
し
て
い
く
作
業
の
一
環
と
し
て
後
世
の
末
釈
や
現
存
す

る
諸
写
本
な
ど
の
先
徳
が
残
し
た
教
学
活
動
の
産
物
が
大
い
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
稿
者
は
考
え
る
。

　

本
稿
は
、
根
来
・
新
義
門
流
に
お
い
て
真
言
宗
中
興
の
祖
と
仰
が
れ
る
興
教
大
師
覚
鑁
（
一
〇
九
五
～
一
一
四
三
）（
以
下
、
覚
鑁
）

の
『
心
月
輪
秘
釈
』
一
巻
（
以
下
、『
秘
釈
』）
に
お
け
る
三
色
と
い
う
概
念
を
検
討
し
、
各
写
本
や
版
本
と
い
っ
た
現
存
資
料
の
再

確
認
の
重
要
性
や
、
翻
刻
校
訂
本
文
の
再
検
討
、
本
文
校
訂
に
よ
り
生
じ
る
解
釈
へ
の
影
響
、
後
世
の
著
作
に
お
け
る
本
文
引
用
か

ら
み
え
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
覚
鑁
の
思
想
に
つ
い
て
迫
る
作
業
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
が
中
性
院
俊
音
房
頼
瑜
（
一

二
二
六
～
一
三
〇
四
）（
以
下
、
頼
瑜
）
を
は
じ
め
と
す
る
根
来
・
新
義
門
流
に
お
い
て
い
か
に
脈
々
と
教
学
を
継
承
し
て
き
た
の

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
て
み
た
い
。

二　
『
心
月
輪
秘
釈
』
に
つ
い
て

　

覚
鑁
の
『
秘
釈
』
の
本
文
内
容
の
解
釈
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
前
に
、
現
在
定
本
と
し
て
流
布
し
て
い
る
翻
刻
校
訂
本
文
と
現
存
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す
る
諸
写
本
と
の
関
係
、
ま
た
校
訂
本
文
を
も
と
に
展
開
し
た
研
究
成
果
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い

て
校
訂
本
文
を
今
一
度
検
討
し
、
本
文
解
釈
へ
の
影
響
関
係
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二
・
一　

諸
写
本
と
現
行
翻
刻
校
訂
本
文
に
つ
い
て

　

現
在
、
覚
鑁
の
著
作
を
研
究
す
る
際
に
本
文
と
し
て
用
い
る
も
の
に
『
興
教
大
師
全
集
』（
以
下
、『
興
大
全
』）
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。『
秘
釈
』
は
、
他
に
も
『
大
正
蔵
』
七
九
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、『
興
大
全
』
巻
下
に
収
載
さ
れ
て
お
り
、
全
文
を

確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、『
興
大
全
』
本
を
翻
刻
校
訂
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
写
本
の
奥
書
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。

　

栂
尾
高
山
寺
所
蔵
本
を
以
て
底
本
と
為
し
、
観
智
院
所
蔵
杲
宝
僧
都
所
持
本
等
を
対
校
す
。
其
の
奥
書
は
左
の
如
し
。

高
山
寺
本

　

久
安
五
年
正
月
三
十
日
、
子
の
時
許
り
、
写
し
了
ぬ
。
高
野
往
生
院
播
州
聖
人
房
に
て
。

宝
亀
院
本

　

永
正
十
一
年
卯
月
十
九
日
、
正
智
院
本
を
以
て
書
写
し
了
ぬ
。
金
剛
仏
子
長
祐（
２
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
高
山
寺
本
を
底
本
に
観
智
院
本
や
宝
亀
院
本
な
ど
を
対
校
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

奥
書
の
末
尾
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

智
山
版
、
左
の
識
語
有
り
。

　

右
の
此
の
書
の
中
に
、
入
壇
以
後
の
文
義
処
々
相
ひ
雑
ふ
。
若
し
師
伝
を
受
け
ざ
る
者
は
、
所
引
の
本
文
を
読
む
こ
と
莫
れ
。

凡
そ
仏
経
を
案
じ
、
師
説
を
聞
く
に
本
経
本
教
の
正
文
に
於
て
は
、
私
記
鈔
出
の
中
に
在
り
と
雖
も
、
未
だ
本
文
を
読
ま
ず
の



現代密教　第26号

― 74 ―

輩
は
、
一
字
を
も
読
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
鈔
す
る
者
、
見
る
者
、
共
に
阿
鼻
に
堕
し
、
同
じ
く
泥
梨
に
入
ら
む
、
と
云
々（
３
）。

　

こ
こ
か
ら
、
先
に
あ
げ
た
写
本
の
他
に
智
山
版
と
呼
ば
れ
る
版
本
も
対
校
に
加
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
識
語

は
『
大
正
蔵
』
本
に
も
同
様
の
文
が
付
さ
れ
て
お
り
、
智
山
版
の
み
な
ら
ず
、
他
本
に
も
存
在
す
る
記
述
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る（
４
）。

そ
こ
で
、『
大
正
蔵
』
本
の
翻
刻
校
訂
に
用
い
ら
れ
た
も
の
を
み
て
み
る
と
、
底
本
を
天
明
三
年
版
本
に
、
対
校
本
（
甲
）
に

高
野
山
金
剛
三
昧
院
本
を
用
い
た
と
さ
れ
て
い
る（
５
）。

こ
の
こ
と
か
ら
『
興
大
全
』
に
い
う
智
山
版
と
『
大
正
蔵
』
本
の
底
本
と
し
て

用
い
ら
れ
た
天
明
三
年
版
本
は
何
ら
か
の
関
係
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
後
、
覚
鑁
著
作
の
多
く
の
写
本
を
類
聚
し
、
影
印
版
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
も
の
に
『
興
教
大
師
覚
鑁
写
本
集
成
』（
以
下
、『
写

本
集
成
』）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
『
写
本
集
成
』
の
凡
例
よ
り
そ
の
編
纂
方
針
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
本
集
成
は
、
興
教
大
師
覚
鑁
上
人
八
百
五
十
年
御
遠
忌
を
記
念
し
、
興
教
大
師
覚
鑁
上
人
の
諸
著
作
の
現
存
古
写
本
の
中

か
ら
、
宗
義
・
学
術
資
料
と
し
て
貴
重
な
文
献
を
精
選
し
て
全
冊
を
影
印
し
、
解
題
を
付
け
て
公
刊
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
中
略
）

一
、
所
収
本
は
現
存
す
る
写
本
の
中
で
、
古
写
本
・
善
本
・
貴
重
本
の
採
用
に
努
め
た（
６
）。

　

こ
の
中
に
も
『
秘
釈
』
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
高
山
寺
本
二
本
と
醍
醐
寺
三
宝
院
本
二
本
の
書
誌
情
報
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
高
山
寺
本
二
本
の
全
文
影
印
を
そ
れ
ぞ
れ
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
山
寺
本
の
書
誌
情
報
を
以
下
に
あ
げ
る
と
、

◎
心
月
輪
秘
釈

①
京
都
府
・
高
山
寺
蔵

②
巻
子
本
、
一
巻
。
④
縦
二
六
・
八
セ
ン
チ
。

⑤
院
政
期
写
。
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⑦
外
題
・
内
題
共
に
「
心
月
輪
秘
釈
」、
尾
題
は
「
心
月
輪
秘
釈
一
巻
」。

　

尾
題
後
に
次
の
文
が
あ
る
。

右
此
書
中
、
入
壇
以
後
文
所
々
相
雑
。
若
不
受
師
伝
者
、
莫
読
所
引
之
本
文
。
凡
案
仏
経
、
聞
師
説
於
本
経
本
教
正
文
者
、

雖
有
秘
私
記
取
鈔
出
中
、
未
読
本
文
之
輩
不
可
読
一
字
也
。
抄
者
見
者
、
共
墮
阿
鼻
同
入
涅
槃

　

こ
の
後
に
「
錬

亜

秘
釈
」
と
あ
る
。

◎
心
月
輪
秘
釈

①
京
都
府
・
高
山
寺
蔵

②
折
丁
装
、
一
帖
。
③
楷
書
。
書
き
入
れ
な
し
。
④
縦
一
七
・
六
セ
ン
チ
×
横
一
四
・
〇
セ
ン
チ
。
頁
内
行
数
七
行
×
行
内

字
数
一
三
字
。

⑤
院
政
期
・
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
写
。

⑦
外
題
は
「
心
月
輪
秘
釈
」、
内
題
は
「
夫
此
観
者
」。「
斉
食
略
観
」
と
合
本
。
⑧
完
本
・
Ｄ
。

　

奥
書
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

久
安
五
年
正
月
三
十
日
子
時
許
了

高
野
往
生
院
播
州
聖
人
房
ニ
テ（
７
）

　

こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
高
山
寺
蔵
巻
子
本
（
以
下
、
巻
子
本
）
は
『
興
大
全
』
本
に
い
う
智
山
版
の
識
語
と
ほ
ぼ
同
様
の
文
が

尾
題
後
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
続
い
て
あ
げ
ら
れ
る
高
山
寺
蔵
折
丁
装
本
（
以
下
、
折
本
）
の
奥
書
を
み
る

と
『
興
大
全
』
本
と
奥
書
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
興
大
全
』
本
の
翻
刻
校
訂
に
用
い
ら
れ
た
底
本
は

こ
の
折
本
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
山
寺
蔵
の
こ
れ
ら
二
本
は
と
も
に
院
政
期
の
写
本
で
あ
り
、
折
本
に
い
た
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っ
て
は
覚
鑁
滅
後
六
年
後
と
い
う
時
代
の
古
本
で
あ
り
、
本
文
も
損
傷
の
少
な
い
善
本
で
あ
る
。
稿
者
は
、
こ
の
二
本
の
本
文
内
容

に
不
一
致
す
る
語
句
を
見
出
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
興
大
全
』
本
に
お
い
て
も
『
大
正
蔵
』
本
に
お
い
て
も
校
勘
が
言
及
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
該
当
個
所
は
そ
れ
ぞ
れ
巻
子
本
【
影
印
１
】「
言
真
実
者
。
法
身
法
爾
之
三
密
。
性
仏
性
然
之
四
曼（
８
）。」、
折
本
【
影

印
２
】「
言
真
実
者
。
法
身
法
爾
之
三
色
。
性
仏
性
然
之
四
曼（
９
）。」

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
大
正
蔵
』
本
も
、「
言
真
実
者
。
法
身

法
爾
之
三
色
。
性
仏
性
然
之
四
曼（

（（
（

。」
と
な
っ
て
お
り
、
脚
注
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
天
明
三
年
版
本
、
金
剛
三
昧
院
本

と
も
に
「
三
色
」
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
『
興
大
全
』
本
に
お
い
て
は
、
底
本
と
し
て
用

い
た
折
本
が
「
三
色
」
と
な
っ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
校
訂
本
文
が
「
三
密
」
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
不
審
が
あ
る
。
本
稿
は
こ
れ

ら
の
異
同
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
後
の
学
匠

が
用
い
た
『
秘
釈
』
に
つ
い
て
検
討
し
、『
秘

釈
』
本
文
校
訂
の
一
案
を
提
示
で
き
れ
ば
と

考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

写
本
を
書
写
す
る
際
に
多
く
の
誤
写
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
は
一
般
的
に
指
摘
さ
れ
る
が
、

そ
の
な
か
で
も
草
書
体
の
字
形
の
類
似
と
い

う
理
由
か
ら
誤
写
の
可
能
性
の
高
い
文
字
は

い
く
つ
か
存
在
す
る
。「
密
」
と
「
色
」
も
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そ
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
混
同
さ
れ
る
こ
と
も
有
り

得
る
。
こ
こ
に
児
玉
幸
多
編
『
く
ず
し
字
用
例
辞
典（

（（
（

』（
以

下
、『
く
ず
し
字
辞
典
』）
や
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索（

（（
（

に
よ
り
類
似
す
る
字
形
を
あ
げ
て
み
る
と
【
影
印
３
】
か

ら
【
影
印
６
】
ま
で
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
考
え
る

と
、「
密
」
と
「
色
」
を
混
同
し
、
誤
写
を
す
る
可
能
性

が
な
い
と
は
言
い
き
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
誤
写

に
よ
る
語
句
の
異
同
に
よ
り
、
本
文
解
釈
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
に
報
告
す
る
事
例
は
翻
刻
校
訂
本
文
が
定

本
と
し
て
流
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の
研
究
に
与

え
る
影
響
が
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

翻
刻
校
訂
本
文
が
公
刊
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
飛
躍
的

に
本
文
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
は
文
献
学
研
究
に
お
い
て

は
周
知
で
あ
る
が
、
一
度
定
本
が
確
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

原
本
資
料
に
つ
い
て
看
過
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
起
り

得
る
こ
と
で
あ
る
。
定
本
と
い
う
も
の
の
性
質
上
、
そ
も
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そ
も
校
訂
者
の
思
惑
が
介
在
す
る
と
い
う
前
提
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
著
作
者
の
思
想
に
迫
る
上
で
も
、
現
存

す
る
原
本
資
料
に
立
ち
返
る
姿
勢
は
保
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
興
大
全
』
に
お
い
て
覚
鑁
の
著
作
の
翻
刻
校
訂
本
文
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
を
訓
読
し
、
訳
注
を
施
す
作
業
が
進

め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
が
『
興
教
大
師
撰
述
集
』（
以
下
、『
興
大
撰
』）
な
ら
び
に
『
興
教
大
師
著
作
全
集
』（『
興
著
全
』）
で

あ
る
。
そ
れ
ら
の
凡
例
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
今
一
度
確
認
し
た
い
。『
興
大
撰
』
は
、「
一
、
中
野
達
慧
続
輯
・
富
田
斅
純
校
訂

『
興
教
大
師
全
集
』
を
底
本
と
し
、
そ
の
他
の
写
本
、
資
料
を
参
考
と
す
る
。
全
集
本
を
改
め
た
箇
所
も
少
な
く
な
い（

（（
（

。」
と
あ
り
、

『
興
大
全
』
を
底
本
に
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
同
様
に
『
興
著
全
』
も
以
下
の
よ
う
に
「
一
、
底
本
は
、
中
野
達
慧
続
輯
・
富
田
斅
純
校
訂
『
興
教
大
師
全
集
』
を
使
用

し
、
一
部
内
容
に
よ
り
収
載
順
序
を
改
め
、
そ
の
他
の
写
本
・
版
本
を
参
照
し
た
。（
以
下
、
略（

（（
（

）」
と
、『
興
大
全
』
の
本
文
に
基

づ
い
て
訓
読
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両
書
と
も
に
各
写
本
や
版
本
を
対
校
本
と
し
て
用
い
、『
興
大
全
』
本
の
本
文
を

改
め
た
箇
所
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
今
回
の
該
当
個
所
に
関
し
て
は
、
特
に
言
及
は
な
く
、『
興
大
全
』
本
の
本
文
を
踏
襲
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

二
・
二　

本
文
解
釈
に
つ
い
て

　

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
先
に
あ
げ
た
該
当
個
所
が
『
秘
釈
』
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
説
か
れ
て
い
る
の
か
を
み
て
い
き
た

い
。
ま
ず
、『
興
大
全
』
本
の
本
文
か
ら
み
て
い
く
と
、

　

問
、
其
意
如
何
。
答
夫
心
理
離
色
相
。
色
相
非
心
理
者
、
可
知
遮
情
遣
迷
之
意
。
非
是
表
徳
顕
実
之
義
。
色
相
有
二
。
所
謂

真
妄
仮
実
是
也
。
今
所
絶
離
、
是
遮
妄
仮
。
非
遣
真
実
。
言
妄
仮
者
、
一
心
縁
起
之
色
相
、
諸
識
所
変
之
影
像
。
言
真
実
者
、



『心月輪秘釈』における三色について

― 79 ―

法
身
・
法
爾
之
三
密
、
性
仏
・
性
然
之
四
曼
。
所
以
自
性
常
住
、
超
過
四
相
、
体
用
広
大
、
周
遍
十
方
。
備
徳
於
万
種
、（
中
略
）

色
心
倶
本
有
、
誰
生
能
所
之
別
執
矣（

（（
（

。

　

と
い
う
翻
刻
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
『
興
大
撰
』
や
『
興
著
全
』
の
訓
読
を
み
る
と
、

　

問
ふ
。
次
の
意
い
か
ん
が
故
に
心
月
の
二
名
、
同
じ
く
こ
れ
一
法
な
る
か
。
答
ふ
。
心
月
不
二
に
し
て
、
月
心
す
な
は
ち
一

な
る
を
も
つ
て
の
故
に
。
こ
の
故
に
『
経
』
に
云
く
、「
す
な
は
ち
こ
れ
心
、
心
す
な
は
ち
こ
れ
月
」
と
文
り
。
問
ふ
。
そ
の

意
い
か
ん
。
答
ふ
。
そ
れ
心
理
は
、
色
相
に
二
あ
り
。
い
は
ゆ
る
真
妄
・
仮
実
、
こ
れ
な
り
。
今
、
絶
離
す
る
と
こ
ろ
は
、
こ

れ
妄
仮
を
遮
す
る
な
り
。
真
実
を
遣
る
に
は
あ
ら
ず
。
妄
仮
と
い
ふ
は
、
一
心
縁
起
の
色
相
、
諸
識
所
変
の
影
像
な
り
。
真
実

と
い
ふ
は
、
法
身
・
法
爾
の
三
密
、
法
仏
・
性
然
の
四
曼
な
り
。
ゆ
へ
に
自
性
常
住
に
し
て
四
相
を
超
過
し
、
体
用
広
大
に
し

て
、
十
方
に
周
遍
せ
り
。（
中
略
）
色
相
と
も
に
本
有
な
り
、
誰
か
能
所
の
別
執
を
生
ぜ
ん
。
事
理
同
じ
く
深
秘
な
り
、
あ
に

優
劣
の
異
見
を
起
さ
ん
や
。
色
心
不
二
な
り
、
こ
れ
を
諸
仏
内
証
の
法
門
と
名
づ
く
。
性
相
即
一
な
り
、
こ
れ
を
四
身
自
覚
の

境
界
と
称
す（

（（
（

。

　

と
い
う
よ
う
に
な
る
。
菩
提
心
を
象
徴
す
る
月
輪
が
、
そ
の
本
質
と
し
て
同
体
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
に
色
相
が
異
な
る
の
か
と

い
う
疑
問
に
対
し
、
色
相
に
は
妄
仮
と
真
実
の
二
種
の
見
方
が
あ
り
、
前
者
は
顕
教
的
な
も
の
の
見
方
で
あ
り
、
後
者
は
真
言
密
教

独
自
の
真
実
と
し
て
の
も
の
の
見
方
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
実
際
に
月
輪
と
い
う
色
相
が
あ
る
と
い
え
ど
も
、
顕
教
的
な
一

心
縁
起
に
よ
る
色
相
や
、
諸
識
の
影
像
と
し
て
の
色
相
で
は
な
く
、
法
身
大
日
如
来
の
顕
現
と
し
て
の
真
実
の
色
相
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
と
す
る
。

　

そ
し
て
、
下
線
部
の
該
当
個
所
が
法
身
大
日
如
来
と
し
て
の
本
有
の
三
密
で
あ
る
の
か
、
三
色
で
あ
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
本

文
解
釈
に
も
相
違
が
生
じ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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三　

三
密
と
三
色
に
つ
い
て

　

前
項
に
お
い
て
、
諸
写
本
に
お
け
る
本
文
の
異
同
関
係
、
さ
ら
に
は
翻
刻
校
訂
本
文
の
確
定
へ
の
経
緯
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
た
。
こ
こ
で
は
、
具
体
的
に
「
三
密
」
と
「
三
色
」
と
の
異
同
に
よ
り
本
文
解
釈
へ
い
か
な
る
影
響
が
生
じ
る
の
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
語
句
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

三
・
一　

三
密
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
今
一
度
、「
三
密
」
に
つ
い
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
三
密
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
心

口
意
の
三
密
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
真
言
密
教
の
最
大
の
目
的
と
も
い
う
べ
く
即
身
成
仏
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
必
要
不
可
欠
な
実
践
行
は
、
三
密
行
の
修
行
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
衆
生
と
し
て
の
自
身
の
身
体
的
活
動
と
言
語
的
活
動
と
精
神

的
活
動
と
い
う
全
活
動
、
す
な
わ
ち
三
業
を
仏
で
あ
る
法
身
大
日
如
来
の
全
活
動
と
し
て
の
三
密
へ
と
昇
華
さ
せ
、
自
身
と
仏
と
が

加
持
感
応
し
、
相
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
密
行
に
つ
い
て
宗
祖
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
入
定
）（
以
下
、
空
海
）

は
『
即
身
成
仏
義
』
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
三
密
加
持
す
れ
ば
速
疾
に
顕
わ
る
」
と
は
、
謂
く
、
三
密
と
は
一
に
は
身
密
、
二
に
は
語
密
、
三
に
は
心
密
な
り
。
法
仏
の

三
密
は
甚
深
微
細
に
し
て
等
覚
十
地
も
見
聞
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
故
に
三
密
と
曰
ふ
。（
中
略
）
若
し
真
言
行
人
有
り
て
此
の

義
を
観
察
し
て
、
手
に
印
契
を
作
し
、
口
に
真
言
を
誦
じ
、
心
三
摩
地
に
住
す
れ
ば
、
三
密
相
応
し
て
加
持
す
る
が
故
に
、
早

く
大
悉
地
を
得（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
三
密
行
と
は
、
具
体
的
に
は
手
に
印
契
を
結
び
、
口
に
真
言
を
誦
じ
、
意
を
三
摩
地
に
住
す
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
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し
て
い
る
。
こ
の
三
密
に
つ
い
て
は
、『
秘
釈
』
に
お
い
て
も
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

三
に
三
密
の
義
。
謂
く
月
輪
と
は
、
一
に
は
三
秘
密
の
諸
仏
、
二
に
は
一
平
等
の
万
法
な
り
。
万
徳
の
衆
善
は
三
等
の
所
生
、

三
密
の
一
心
は
諸
法
の
能
摂
な
り
。
謂
く
此
の
月
輪
、
白
浄
の
色
を
顕
し
、
円
満
の
形
を
備
へ
、
出
入
の
行
を
表
し
、
去
来
の

相
を
示
す
。
之
を
色
の
義
と
謂
ふ
。
故
に
身
密
と
名
づ
く
。
円
明
満
月
の
名
言
、
亜
字
販
字
の
声
字
、
是
れ
を
語
密
に
配
す
。

摂
持
不
乱
の
理
を
具
し
、
明
照
破
暗
の
意
を
含
め
り
。
是
れ
を
心
密
に
属
す（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
潔
白
な
月
輪
と
い
っ
た
色
相
が
生
じ
る
も
の
は
如
来
の
身
体
と
し
て
の
身
密
と
考
え
ら
れ
、
月
輪
と
い
っ
た
名
称

や
、
亜
字
販
字
と
い
っ
た
文
字
や
す
べ
て
の
音
声
と
し
て
の
真
言
が
口
密
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
生
じ
る
理
と
し

て
意
味
内
容
の
変
化
が
意
密
に
当
た
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
明
す
る
。
さ
ら
に
、
伝
空
海
『
秘
蔵
記
』
に
説
か
れ
る
以
下

の
文
を
用
い
、
三
密
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
い
る
。

　

故
に
文
に
云
く（

（（
（

、「
三
密
を
も
つ
て
一
切
の
諸
法
を
摂
し
、
一
切
の
色
を
身
に
摂
す
。
身
は
即
ち
印
契
、
色
を
見
る
な
り
。

一
切
の
声
を
口
に
摂
す
。
語
は
即
ち
真
言
、
音
を
聞
く
な
り
。
一
切
の
理
を
心
に
摂
す
。
心
は
即
ち
本
尊
、
実
相
に
表
す
。
是

の
三
密
は
平
等
平
等
に
し
て
、
一
切
処
に
遍
せ
り
。（
以
下
略（

（（
（

）

　

と
い
う
よ
う
に
、
三
密
は
そ
れ
ぞ
れ
に
平
等
で
あ
り
、
一
具
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
身
大
日
如
来
の
顕
現
と

し
て
普
遍
的
に
す
べ
て
の
側
面
に
達
し
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
・
二　

三
色
に
つ
い
て

　

さ
て
、「
三
密
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
『
秘
釈
』
に
説
か
れ
る
文
か
ら
考
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、
折
本
等
の
該
当
個
所

に
よ
り
、
本
文
を
「
三
色
」
と
置
き
換
え
た
場
合
に
は
い
か
な
る
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
三
色
に
つ
い
て
も
三
密
と
同
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じ
く
空
海
の
文
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。『
声
字
実
相
義
』
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
、

頌
に
い
わ
く
、

　

顕
形
表
等
の
色
あ
り
、
内
外
の
依
正
に
具
す
、
法
然
と
随
縁
と
有
り
、
能
く
迷
い
亦
た
能
く
悟
る
。
釈
し
て
曰
く
、
頌
の
文

を
四
つ
に
分
つ
。
初
の
一
句
は
色
の
差
別
を
挙
げ
、
次
の
句
は
内
外
の
色
互
に
依
正
と
な
る
こ
と
を
表
し
、
三
は
法
爾
・
随
縁

の
二
種
の
所
生
を
顕
し
、
四
は
此
の
種
々
の
色
、
愚
に
於
て
は
毒
と
な
り
、
智
に
於
て
は
薬
と
な
る
こ
と
を
説
く（

（（
（

。

　

こ
こ
に
は
、
色
相
が
生
じ
る
過
程
を
四
句
の
偈
頌
に
よ
っ
て
四
つ
の
側
面
よ
り
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
、

色
の
差
別
相
を
示
す
一
句
目
と
、
色
が
生
じ
る
あ
り
方
と
し
て
法
爾
と
随
縁
と
い
う
二
種
が
あ
る
と
い
う
三
句
目
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、

色
の
差
別
を
説
明
す
る
の
に
以
下
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

　

初
の
句
に
顕
形
表
等
の
色
と
は
、
此
れ
に
三
つ
の
別
あ
り
。
一
に
は
顕
色
、
二
に
は
形
色
、
三
に
は
表
色
な
り
。
一
に
顕
色

と
は
五
大
の
色
是
れ
な
り
。
法
相
家
に
は
四
種
の
色
を
説
き
て
黒
色
を
立
て
ず
。『
大
日
経
』
に
依
ら
ば
五
大
に
色
を
立
つ
。

五
大
の
色
と
は
、
一
に
は
黄
色
、
二
に
は
白
色
、
三
に
は
赤
色
、
四
に
は
黒
色
、
五
に
は
青
色
な
り
。
是
の
五
大
の
色
を
名
づ

け
て
顕
色
と
な
す（

（（
（

。

　

と
い
う
よ
う
に
、
色
に
は
顕
色
と
形
色
と
表
色
と
い
う
三
種
に
分
け
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
顕
色
と
は

世
界
を
構
成
す
る
性
質
と
さ
れ
る
地
水
火
風
空
の
五
大
を
象
徴
す
る
色
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
こ
の
世
界
に
色
彩
と
し
て
顕
現
し

た
色
を
差
し
て
お
り
、
現
代
語
の
「
色イ
ロ

」
に
最
も
近
い
概
念
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
二
つ
目
の
形
色
に
つ
い
て
は
、

　

次
に
形
色
と
は
、
謂
は
く
長
短
麁
細
正
不
正
高
下
是
れ
な
り
。
又
た
方
円
三
角
半
月
等
是
れ
な
り（

（（
（

。

　

と
、
形
状
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
物
質
と
し
て
の
色
が
、
空
間
に
い
か
な
る
形
状
で
顕
現
し
て
い
る
の
か
と
い
う

側
面
を
形
色
と
い
う
か
た
ち
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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最
後
に
、
表
色
の
説
明
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

三
に
表
色
と
は
、
謂
く
取
捨
屈
伸
・
行
住
坐
臥
是
れ
な
り
。
又
た
即
ち
此
の
積
集
せ
る
色
の
生
滅
相
続
す
る
こ
と
は
、
変
異

の
因
に
由
る
。
先
に
生
ず
る
処
に
於
て
復
た
重
ね
て
生
ぜ
ず
し
て
異
処
に
転
ず
。
或
ひ
は
無
間
、
或
ひ
は
有
間
、
或
ひ
は
近
、

或
ひ
は
遠
、
差
別
し
て
生
ず
る
な
り
。
或
ひ
は
即
ち
此
の
処
に
於
て
変
異
し
て
生
ず
る
是
れ
な
り
。
又
た
業
用
為
作
の
転
動
差

別
、
是
れ
を
表
色
と
名
づ
く（

（（
（

。

　

以
上
、
こ
の
世
界
に
運
動
や
活
動
と
し
て
表
出
す
る
事
柄
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
表
色
と
呼
称
し
、
色
の
一
側
面
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
色
や
姿
形
や
運
動
と
い
っ
た
実
際
に
目
に
み
え
る
世
界
を
い
か
に
法
身
大
日
如
来
の
顕
現
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
色
を
三
種
に
分
け
て
定
義
す
る
こ
と
に
よ
り
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
が
法
身
大
日
如
来
の
本
来
的
な
あ
り
方
す
な
わ
ち
本
有
と
し
て
の
立
場
で
あ
る
「
法
爾
」
と
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
結
果

と
し
て
表
出
す
る
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
「
隨
縁
」
と
い
う
二
種
の
見
方
が
色
に
は
あ
る
と
三
句
目
で
説
明
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
ら
三
色
に
つ
い
て
、
空
海
以
降
の
学
匠
は
い
か
に
理
解
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
参
考
と
し
て
覚
鑁
よ
り
時
代
は
降
る
が
、

南
北
朝
期
の
東
寺
観
智
院
杲
宝
（
一
三
〇
六
～
一
三
六
二
）（
以
下
、
杲
宝
）
が
『
大
日
経
疏
鈔
』
の
な
か
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　

四
重
海
会
の
中
の
一
切
諸
の
聖
尊
は
則
ち
毘
盧
遮
那
普
門
の
身
な
り
。
亦
た
是
れ
衆
生
本
覚
の
大
自
在
成
就
の
身
な
る
が
故

に
、
内
心
大
我
と
云
う
な
り
。
之
れ
を
以
て
之
れ
を
言
は
ば
、
下
に
明
す
所
の
顕
形
表
の
三
色
の
中
に
、
我
不
可
得
と
は
、
其

の
実
義
は
則
ち
彼
の
三
色
を
以
て
、
普
門
曼
荼
羅
と
為
す
意
な
り
。
下
に
至
り
て
之
を
悉
く
す
べ
し（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
衆
生
と
し
て
の
自
身
の
内
に
本
来
的
に
有
し
て
い
る
法
身
大
日
如
来
が
顕
形
表
の
三
色
で
顕
現
し
た
も
の
が
普
門
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す
な
わ
ち
こ
の
世
界
全
体
が
そ
の
ま
ま
曼
荼
羅
世
界
と
な
る
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
『
大
日
経
疏
鈔
』
で
は
、

先
の
『
声
字
実
相
義
』
の
説
明
を
『
大
日
経
』
本
文
と
照
ら
し
合
わ
す
か
た
ち
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。

　

広
く
之
れ
を
言
は
ば
、
顕
色
に
十
三
種
有
り
。
謂
く
、
青
と
黄
と
赤
と
白
と
〈
本
色
〉、
影
と
光
と
明
と
闇
と
雲
と
煙
と
塵

と
霧
と
及
び
空
一
顕
色
是
れ
な
り
。
形
色
に
十
種
有
り
。
謂
く
、
長
と
短
と
方
と
円
と
麁
と
細
と
正
と
不
正
と
高
と
下
と
是
れ

な
り
。
表
色
に
八
種
有
り
。
取
と
捨
と
屈
と
伸
と
行
と
住
と
坐
と
臥
是
れ
な
り
。
今
の
此
の
『
経
』
の
中
に
は
顕
色
に
四
顕
色

の
外
に
黒
色
を
立
つ
。
十
種
形
色
の
外
に
三
角
と
半
月
と
団
形
を
立
つ（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、『
声
字
実
相
義
』
で
は
顕
色
に
は
十
三
種
類
、
形
色
に
は
十
種
類
、
表
色
に
は
八
種
類
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
が
、『
大
日
経
』
に
は
そ
れ
以
外
の
い
く
つ
か
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、

　

能
く
之
れ
を
言
は
ば
、
一
切
の
顕
と
形
と
表
色
の
中
に
我
相
を
計
す
べ
き
な
り
。
問
ふ
、
今
の
顕
形
表
に
於
て
我
を
計
す
と

は
、
其
の
義
如
何
。
答
ふ
、
一
切
の
外
道
皆
な
内
心
に
繋
著
す
。
之
れ
を
以
て
実
と
為
す
。
而
も
心
の
実
相
を
了
せ
ざ
る
が
故

に
、
只
だ
一
相
を
見
て
妄
計
を
生
ず
。
心
体
は
青
な
り
、
黄
な
り
。
乃
至
、
男
女
の
相
の
如
し
と
之
れ
を
計
し
て
、
各
一
相
を

執
し
余
相
を
廃
す
。
皆
な
是
れ
我
見
の
相
な
り（

（（
（

。

　

と
、
衆
生
で
あ
る
我
々
は
、
我
執
・
我
見
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
た
め
に
色
相
に
現
出
し
た
あ
る
側
面
の
み
に
固
執
し
、
妄
仮
の
色

相
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
衆
生
は
外
道
に
墜
し
、
実
相
を
あ
り
あ
り
と
み
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
杲
宝
説
を
参
考
に
あ
げ
る
の
は
、『
興
大
全
』
に
お
い
て
杲
宝
本
を
対
校
本
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、

『
大
日
経
疏
鈔
』
に
お
い
て
は
直
接
『
秘
釈
』
に
つ
い
て
言
及
す
る
箇
所
は
管
見
で
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
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四　

頼
瑜
や
新
義
諸
師
の
引
用
す
る
『
心
月
輪
秘
釈
』
に
つ
い
て

　

前
項
に
お
い
て
、「
三
密
」
と
「
三
色
」
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
が
、
こ
こ
で
は
『
興
大
全
』
本
と
は
違
う
本
文
を
有

す
る
写
本
が
覚
鑁
以
降
の
学
匠
へ
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
事
例
を
具
体
的
に
み
て
い
き
た
い
。
特
に
覚
鑁
を
先
徳
と
仰
ぎ
、
新
義
真

言
教
学
を
大
成
し
た
と
さ
れ
る
賴
瑜
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
賴
瑜
は
多
数
の
著
作
を
残
し
た
が
、
多
岐
に
わ
た
る
著
作
の
な
か
で

『
秘
釈
』
を
用
い
て
解
釈
す
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
賴
瑜
以
降
の
根
来
・
新
義
門
流
の
学
僧
た
ち
へ
伝
わ
っ
た
『
秘
釈
』
に
つ
い
て
も
先
の
異
同
箇
所
が
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
の

か
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

四
・
一　
『
菩
提
心
論
初
心
鈔
』

　

覚
鑁
以
降
の
学
匠
が
い
か
に
『
秘
釈
』
の
文
を
理
解
し
て
き
た
の
か
を
考
え
る
上
で
、
賴
瑜
を
取
り
上
げ
る
の
は
自
身
の
多
く
の

著
作
の
中
で
『
秘
釈
』
を
用
い
解
釈
し
て
い
る
場
面
が
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。『
菩
提
心
論
』
の
逐
語
釈
で
あ
る
『
菩
提
心

論
初
心
鈔
』
に
お
い
て
以
下
の
文
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
当
体
と
は
本
有
の
菩
提
心
の
形
体
、
実
に
月
輪
の
姿
な
り
。
諸
の
顕
教
に
は
心
心
所
に
色
形
無
し
。
一
乗
教
は
一
心
縁

起
の
色
を
談
じ
、
三
乗
は
諸
識
所
変
の
影
像
と
云
ふ
。
今
の
宗
意
は
菩
提
心
の
形
は
或
ひ
は
蓮
花
、
或
ひ
は
月
輪
に
て
有
り
と

云
ふ
な
り
。
法
仏
法
爾
の
三
色
を
明
か
す
故
な
り
。「
形
、
月
輪
の
如
し
」
の
形
の
字
良
く
故
有
る
な
り
。
法
身
の
色
形
の
有

無
之
れ
を
思
ふ
べ
し
。
已
上
性
徳
の
菩
提
心
の
行
相
な
り（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
菩
提
心
の
色
相
が
月
輪
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
、『
秘
釈
』
の
解
釈
に
よ
っ
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
秘
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釈
』
本
文
の
引
用
で
は
な
い
が
、
菩
提
心
が
そ
の
ま
ま
月
輪
で
あ
る
と
い
う
色
相
に
つ
い
て
の
理
解
を
先
の
『
秘
釈
』
の
取
意
文
を

あ
げ
て
、「
一
心
縁
起
の
色
相
」
を
一
乗
教
す
な
わ
ち
空
海
の
十
住
心
思
想
で
い
う
と
こ
ろ
の
第
八
一
道
無
為
住
心
、
第
九
極
無
自

性
住
心
に
、「
諸
識
所
変
の
影
像
」
を
三
乗
教
す
な
わ
ち
第
六
他
縁
大
乗
住
心
、
第
七
覚
心
不
生
住
心
と
い
っ
た
位
置
付
け
と
し
て

理
解
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

四
・
二　
『
菩
提
心
論
愚
草
』

　

同
じ
く
賴
瑜
の
談
義
書
で
あ
る
『
愚
草
』
類
の
な
か
に
『
菩
提
心
論
愚
草
』
が
あ
る
。
こ
の
な
か
に
も
先
の
『
菩
提
心
論
初
心
鈔
』

同
様
に
『
秘
釈
』
の
文
へ
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
実
際
に
『
秘
釈
』
本
文
も
す
ぐ
後
に
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、

先
の
『
菩
提
心
論
初
心
鈔
』
の
理
解
が
『
秘
釈
』
の
取
意
文
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

若
し
法
位
の
六
大
に
依
る
に
識
大
は
色
形
無
き
な
り
。
之
の
類
は
色
心
不
二
の
義
に
約
す
は
顕
教
之
れ
を
談
じ
て
一
色
一
香

無
非
中
道
等
と
云
ふ
。
故
に
六
大
各
別
の
位
、
識
大
色
形
有
る
こ
と
無
き
な
り
。
法
位
の
識
大
に
色
形
無
し
と
は
、
全
く
顕
乗

の
談
に
同
ず
る
に
あ
ら
ず
や
。
答
ふ
。
色
心
不
二
の
義
理
智
相
即
の
言
は
顕
家
に
似
た
り
と
雖
も
其
の
意
大
い
に
異
な
り
。
例

へ
彼
の
一
乗
の
一
心
縁
起
の
義
、
三
乗
の
諸
識
所
変
の
談
異
な
る
が
如
し
。
今
の
宗
は
簡
び
て
二
義
を
得
。
更
に
色
心
不
二
の

智
を
立
つ
。
寧
ぞ
顕
家
の
義
に
同
じ
や（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
六
大
の
う
ち
の
識
大
に
色
相
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
議
論
に
対
し
、
色
相
の
表
出
と
し
て
の
理
解
に
顕
教
と
密

教
で
は
浅
深
が
現
前
と
あ
る
こ
と
を
主
帳
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
物
質
と
精
神
と
は
密
教
の
立
場
か
ら
み
た
場

合
、
決
し
て
分
離
す
る
こ
と
な
く
、
融
合
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
根
拠
と
な
っ
て
即
身
成
仏
が
成
立
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
続
い
て
、
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故
に
『
秘
釈
』
の
具
文
に
云
く
、「（
中
略
）
一
心
縁
起
の
色
相
、
諸
識
所
変
の
影
像
な
り
。
真
実
と
言
ふ
は
、
法
身
法
爾
の

三
色
、
性
仏
性
然
の
四
曼
な
り
。（
以
下
略（

（（
（

）

　

と
い
う
よ
う
に
、
先
に
『
秘
釈
』
本
文
に
諸
本
に
よ
っ
て
異
同
が
認
め
ら
れ
た
該
当
個
所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
注
目

し
た
い
の
が
そ
の
該
当
箇
所
が
「
三
色
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
頼
瑜
は
数
種
類
の
著
作
に
わ
た
っ
て
『
秘
釈
』
を
引
用
す
る

が
、
こ
の
個
所
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

四
・
三　
『
顕
密
問
答
鈔
』

　

賴
瑜
が
『
秘
釈
』
を
重
視
し
、
数
種
の
著
作
に
引
用
す
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
顕
教
と
密
教
の
相
違
点
を
述
べ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
『
顕
密
問
答
鈔
』
に
お
い
て
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

問
ふ
。
菩
提
心
と
は
顕
に
は
自
性
清
浄
心
と
云
ひ
、
密
に
は
心
月
輪
と
名
づ
く
。
爾
ら
ば
、
心
月
輪
の
法
喩
の
分
別
、
如
何

ん
。
答
ふ
、
先
徳
の
『
秘
釈
』
に
云
く
、「（
中
略
）
妄
仮
と
は
一
心
縁
起
の
色
相
、
諸
識
所
変
の
影
像
な
り
。
真
実
と
言
ふ
は

法
身
法
爾
の
三
色
、
性
仏
性
然
の
四
曼
な
り
。（
以
下
略（

（（
（

）

　

こ
こ
に
は
、
菩
提
心
を
説
明
す
る
上
で
、
顕
教
で
は
自
性
清
浄
心
と
い
い
、
密
教
で
は
よ
り
具
体
的
な
か
た
ち
で
月
輪
と
い
う
法

喩
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
い
か
に
説
明
す
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
や
は
り
『
秘
釈
』
を
用
い
て
説
明
す
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
密
教
の
立
場
と
し
て
、
本
有
の
法
身
大
日
如
来
が
現
出
す
る
あ
り
方
と
し
て
三
種
類
の
色
相
が
あ
る
の
だ
と
い
う
理

解
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。



現代密教　第26号

― 88 ―

四
・
四　
『
大
疏
百
條
第
三
重
』
関
係

　

賴
瑜
が
用
い
る
『
秘
釈
』
は
、
諸
本
異
同
が
認
め
ら
れ
る
該
当
個
所
に
つ
い
て
は
三
色
と
し
て
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

た
が
、
さ
ら
に
賴
瑜
以
降
の
根
来
・
新
義
門
流
の
学
僧
も
該
当
個
所
を
三
色
と
し
て
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
以
下
の
記
述
か
ら
わ
か

る
。

『
心
月
輪
秘
釈
』
に
云
は
く
、〈
先
徳
御
釈
〉「
そ
れ
心
理
は
色
相
を
離
れ
た
り
。
色
相
は
心
理
に
非
ず
と
は
、
知
る
べ
し
、
遮

情
遣
迷
の
意
な
り
。（
中
略
）
妄
仮
と
言
ふ
は
、
一
心
縁
起
の
色
相
、
諸
識
所
変
の
影
像
な
り
。
真
実
と
言
ふ
は
、
法
身
法
爾

の
三
色
、
性
仏
性
然
の
四
曼
〈
乃
至
〉
色
相
既
に
万
徳
を
具
し
て
一
如
な
り
。（
以
下
略（

（（
（

）

　

こ
れ
は
、
根
来
学
頭
、
中
性
院
第
四
世
聖
憲
（
一
三
〇
七
～
一
三
九
二
）（
以
下
、
聖
憲
）
が
類
聚
し
た
根
来
・
新
義
門
流
の
論

義
書
で
あ
る
『
大
疏
百
條
第
三
重
』
に
お
け
る
「
心
法
色
形
」
と
い
う
論
義
に
引
用
さ
れ
る
『
秘
釈
』
の
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
や

は
り
該
当
個
所
は
三
色
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、「
心
法
色
形
」
の
末
尾
に
記
述
さ
れ
る
こ
の
『
秘
釈
』
の
引
用
に
つ
い

て
は
、
ど
う
や
ら
聖
憲
類
聚
時
に
も
と
も
と
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
に
何
者
か
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
見

解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

『
心
月
輪
秘
釈
』〈
先
徳
御
釈
〉
已
下
の
文
一
本
に
之
れ
無
し
。
流
布
の
本
に
は
後
人
之
れ
を
書
き
加
へ
る
な
り
。
根
来
の
古

本
に
は
別
紙
に
之
れ
を
書
き
て
、
草
子
の
末
に
牒
付
す
る
な
り
。
憲
師
此
の
文
を
載
せ
る
に
は
あ
ら
ず
。
憲
公
の
委
し
く
『
心

月
輪
秘
釈
』
を
見
る
べ
き
の
指
勧
を
思
ひ
て
、
後
人
委
し
く
之
れ
を
加
へ
る
な
り（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
長
谷
寺
の
学
僧
で
あ
る
豊
山
第
二
十
四
世
信
恕
能
化
（
一
六
八
五
～
一
七
六
三
）（
以
下
、
信
恕
）
は
、
以
上
の

よ
う
に
『
大
疏
第
三
重
草
子
見
聞
記
』（
以
下
、『
草
子
見
聞
記
』）
に
お
い
て
述
べ
て
お
り
、
聖
憲
が
類
聚
し
た
時
点
に
は
『
秘
釈
』

の
引
用
は
な
く
、
付
加
さ
れ
て
い
な
い
写
本
も
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
根
来
寺
に
関
係
す
る
何
者
か
に
よ
っ
て
添
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付
資
料
と
い
う
か
た
ち
で
伝
え
ら
れ
、
後
に
流
布
本
と
し
て
伝
わ
っ
た
も
の
に
は
本
文
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
い
う
経
緯

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
信
恕
は
同
じ
く
『
草
子
見
聞
記
』
に
お
い
て
法
身
法
爾
の
三
色
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

「
法
身
法
爾
の
三
色
」
と
は
、
本
有
の
三
色
な
り
。
是
れ
は
第
三
重
の
無
相
、『
疏
』
第
六
に
「
畢
竟
空
は
無
相
に
し
て
一
切

相
を
具
す
」
と
云
ふ
。
直
に
諸
法
は
識
に
約
し
て
其
の
心
も
亦
た
是
れ
な
り
。（
中
略
）
往
に
看
よ
。
法
爾
の
三
色
は
仏
見
に

し
て
、
凡
見
に
能
は
ず
な
り（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
色
相
を
現
出
す
る
本
有
の
立
場
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
四
重
秘
釈
で
い
う
と
こ
ろ
の
第
三
重
の
「
無
相
の
有

相
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
既
に
我
執
を
離
れ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
も
衆

生
の
立
場
と
し
て
で
は
な
く
、
仏
の
立
場
か
ら
の
見
方
で
あ
る
の
で
、
法
身
大
日
如
来
と
し
て
の
色
相
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

五　

ま
と
め

　

以
上
、『
秘
釈
』
に
お
け
る
翻
刻
校
訂
本
文
の
確
定
の
経
緯
か
ら
、
現
存
諸
写
本
の
再
確
認
。
訓
読
注
釈
研
究
の
検
討
と
い
っ
た

問
題
に
端
を
発
し
、『
秘
釈
』
本
文
に
お
け
る
考
察
、
具
体
的
に
は
「
三
密
」
と
「
三
色
」
に
つ
い
て
の
異
同
に
よ
る
本
文
解
釈
の

相
違
に
つ
い
て
み
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
異
同
関
係
に
つ
い
て
後
世
の
学
匠
た
ち
、
特
に
は
賴
瑜
を
中
心
に
『
秘
釈
』
に
対
す
る
そ
の
引
用
態
度
を
検

討
し
、
根
来
・
新
義
門
流
の
学
僧
が
用
い
た
『
秘
釈
』
の
本
文
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
そ
こ
か
ら
み
え
て
き
た
も
の
は
、
彼
ら

が
み
て
い
た
『
秘
釈
』
本
文
は
三
密
で
は
な
く
三
色
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
定
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
各
写
本
、
版
本
の
情
報
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註（
１
）
加
藤
精
一
「
伝
統
教
学
の
展
望
に
つ
い
て
」『
密
教
学
研
究
』
四
二
号
、

二
〇
一
〇
年
、
三
頁
。

（
２
）
覚
鑁
撰
『
心
月
輪
秘
釈
』（
富
田
斅
純
校
訂
『
興
教
大
師
全
集
』
下
巻
、

宝
仙
寺
、
一
九
七
七
年
再
版
、（
以
下
、『
興
大
全
』）
下
巻
、
一
〇

七
五
頁
）

（
３
）
覚
鑁
撰
『
心
月
輪
秘
釈
』（『
興
大
全
』
下
巻
、
一
〇
七
五
頁
）

（
４
）
覚
鑁
撰
『
心
月
輪
秘
釈
』（『
大
正
蔵
』
七
九
巻
、
四
二
頁
、
中
段
）

（
５
）
覚
鑁
撰
『
心
月
輪
秘
釈
』（『
大
正
蔵
』
七
九
巻
、
三
五
頁
、
脚
注
）

（
６
）「
凡
例
」
真
言
宗
智
山
派
編
『
興
教
大
師
覚
鑁
写
本
集
成
』
三
巻
、

法
蔵
館
、
一
九
九
七
年
、（
以
下
、『
写
本
集
成
』）
三
巻
。

（
７
）
北
尾
隆
心
「
解
題
」『
写
本
集
成
』
四
七
〇
～
四
七
一
頁
。

（
８
）『
写
本
集
成
』
三
巻
、
三
一
六
頁
。

（
９
）『
写
本
集
成
』
三
巻
、
三
五
二
頁
。

（
10
）
覚
鑁
撰
『
心
月
輪
秘
釈
』（『
大
正
蔵
』
七
九
巻
、
三
九
頁
、
上
段
）

（
11
）
児
玉
幸
多
編
『
く
ず
し
字
用
例
辞
典
』
普
及
版
、
東
京
堂
出
版
、
二

を
勘
案
す
る
と
流
布
し
た
『
秘
釈
』
は
三
色
の
ほ
う
が
多
数
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

文
献
学
研
究
に
お
け
る
翻
刻
校
訂
本
文
の
確
定
は
慎
重
を
期
す
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
常
に
原
本
資
料
に
今
一
度
当
た
る
こ
と

の
重
要
性
を
自
戒
の
念
と
し
て
肝
に
銘
じ
、
森
を
把
握
す
る
た
め
に
は
一
本
一
本
の
木
々
を
丹
念
に
見
て
い
く
作
業
が
重
要
で
あ
る

と
痛
感
す
る
所
存
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
稿
も
『
写
本
集
成
』
所
載
の
諸
写
本
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
多
く
を
翻
刻
校
訂
本
文
や

訓
読
・
注
釈
と
い
っ
た
先
行
研
究
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
真
言
宗
学
と
し
て
の
「
教
学
を
再
考
」
し
、「
伝
統
を
創
造
」
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
、
連
綿
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
諸
師
先
徳
の
教
学
活
動
の
所
産
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
常
に
再
確
認
し
て
い
く

と
い
う
作
業
を
一
つ
一
つ
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
り
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉『
心
月
輪
秘
釈
』　

三
密　

三
色　

覚
鑁　

頼
瑜
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〇
〇
八
年
新
装
一
七
刷
。

（
12
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
奈
良
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
、『
電

子
く
ず
し
字
字
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』・『
木
簡
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・

木
簡
字
典
』
連
携
検
索
、http://clioz39.hi.utokyo.ac.jp/ships/

ZClient/W
34/z_list.php?title=%

E5%
A
F%

86&
resourcetyp

e=0

（
13
）「
凡
例
」
宮
坂
宥
勝
編
『
興
教
大
師
撰
述
集
』
上
・
下
巻
、
山
喜
房

仏
書
林
、
一
九
八
九
年
、
増
補
訂
正
第
一
刷
、（
以
下
、『
興
大
撰
』）

五
頁
。

（
14
）「
凡
例
」『
興
教
大
師
著
作
全
集
』
五
巻
、
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
庁
、

一
九
九
三
年
、（
以
下
、『
興
著
全
』）
一
頁
。

（
15
）
覚
鑁
撰
『
心
月
輪
秘
釈
』（『
興
大
全
』
下
巻
、
一
〇
五
九
頁
）

（
16
）
覚
鑁
撰
『
心
月
輪
秘
釈
』（『
興
大
撰
』
二
五
四
～
二
五
五
頁
・『
興

著
全
』
五
巻
、
八
〇
～
八
一
頁
）

（
17
）
空
海
撰
『
即
身
成
仏
義
』（『
弘
大
全
』
一
輯
、
五
一
三
頁
）

（
18
）
覚
鑁
撰
『
心
月
輪
秘
釈
』（『
興
大
全
』
下
巻
、
一
〇
五
一
頁
）

（
19
）
伝
空
海
撰
『
秘
蔵
記
』（『
弘
大
全
』
二
輯
、
四
〇
〜
四
一
頁
）

（
20
）
覚
鑁
撰
『
心
月
輪
秘
釈
』（『
興
大
全
』
下
巻
、
一
〇
五
一
頁
）

（
21
）
空
海
撰
『
声
字
実
相
義
』（『
弘
大
全
』
一
輯
、
五
二
七
頁
）

（
22
）
空
海
撰
『
声
字
実
相
義
』（『
弘
大
全
』
一
輯
、
五
二
七
頁
）

（
23
）
空
海
撰
『
声
字
実
相
義
』（『
弘
大
全
』
一
輯
、
五
二
七
頁
）

（
24
）
空
海
撰
『
声
字
実
相
義
』（『
弘
大
全
』
一
輯
、
五
二
八
頁
）

（
25
）
杲
宝
撰
『
大
日
経
疏
鈔
』
第
一
末
二
、
巻
十
三
（『
続
真
全
』
六
巻
、

三
三
四
頁
、
下
段
）

（
26
）
杲
宝
撰
『
大
日
経
疏
鈔
』
第
一
末
二
、
巻
十
三
（『
続
真
全
』
六
巻
、

三
三
五
頁
、
上
～
下
段
）

（
27
）
杲
宝
撰
『
大
日
経
疏
鈔
』
第
一
末
二
、
巻
十
三
（『
続
真
全
』
六
巻
、

三
三
五
頁
、
下
段
）

（
28
）
頼
瑜
撰
『
菩
提
心
論
初
心
鈔
』
巻
下
「
三
摩
地
段
」（
鈴
木
版
『
日

蔵
経
』
四
八
巻
、
一
一
七
頁
、
上
段
）

（
29
）
頼
瑜
撰
『
菩
提
心
論
愚
草
』
第
三
（『
続
真
全
』
一
一
巻
、
一
〇
八
頁
、

上
段
）

（
30
）
頼
瑜
撰
『
菩
提
心
論
愚
草
』
第
三
（『
続
真
全
』
一
一
巻
、
一
〇
八
頁
、

上
段
）

（
31
）
頼
瑜
撰
『
顕
密
問
答
鈔
』
巻
下
（『
続
真
全
』
二
三
巻
、
四
〇
頁
、

下
段
～
一
九
頁
、
上
段
）

（
32
）
聖
憲
撰
『
大
疏
百
條
第
三
重
』
巻
十
「
心
法
色
形
」（『
大
正
蔵
』
七

九
巻
、
七
五
六
頁
、
下
段
～
七
五
七
頁
、
上
段
）

（
33
）
信
恕
撰
『
大
疏
第
三
重
草
子
見
聞
記
』
第
十
（『
豊
山
全
』
五
巻
、

七
九
六
頁
、
上
段
）

（
34
）
信
恕
撰
『
大
疏
第
三
重
草
子
見
聞
記
』
第
十
（『
豊
山
全
』
五
巻
、

七
九
六
頁
、
上
段
）




